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第６次総合計画における総合戦略
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基本計画

基本構想

第６次総合計画における総合戦略の考え方について

・第6次総合計画と第3次総合戦
略を一体的に策定するとともに、
総合戦略を、基本計画内における
施策のなかでも重点的に推進して
いく「重点プロジェクト（仮
称）」に位置づける。

・「重点プロジェクト（仮称）」
は、今後実施する市民会議で市民
から得られた意見等を基に策定し
ていく。

実施計画

総合戦略

※体系イメージ

総合戦略

施策A
施策B
施策C
施策D
　・
　・
　・　
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総合戦略策定の際の留意点について

国県の総合戦略の基本目標を勘案し策定及び効果検証の為のKPIな
どを設定する必要がある

・「まち・ひと・しごと創生法第10条」において、市町村は国・都道府県の
 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案し市町村まち・ひと・しごと
  創生総合戦略を策定するよう努めなめればならないと規定されている。

・地域の特色や地域資源を生かした住民に身近な施策を盛り込み、実施するこ
 とが期待されている。

・KPI(重要業績評価指標)などを設定し、PDCAサイクルに基づく効果検証の
 実践により効果的な取組の推進につなげていくように推奨されている。
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総合戦略策定の際の留意点について

国・県交付金との関係

・「地方版総合戦略」に定められた事業に対し、交付金の申請が可能となる。

・交付金の交付を受けようとする場合は、事業等の実施状況に関する客観的な 
  KPI（重要業績評価指標）を設定する必要がある。

まとめ

・総合計画と一体的に総合戦略を策定する際には、総合計画の策定方針を基本
としながらも、これらの要素を勘案し「重点プロジェクト（仮称）」及びKPI
の設定について考慮する必要がある。

6



第２次川西市総合戦略進捗状況
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第２次総合戦略

計画期間

・令和２年度から令和４年度
    
構成

・４つの重点戦略を策定

総合計画の実現のために特に重要な施策を明らかにし、集中的に実施する為に策定
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 施策１ みんなで子育てを支援し、寄り添うことができる環境を整えます
 施策２ 子育て世帯の家庭生活と仕事の両立を支援します
 施策３ 子ども一人ひとりが個性や生きる力を育むことができる環境を整備します
 施策４ いじめや不登校などの相談体制の充実を図ります  
 施策５ 登下校時などにおける子どもの見守りを強化します

重点戦略１：子どもたちの成長を支えあえるまちづくり

各施策の取り組みの詳細
(令和３年度)については
参考資料をご確認くださ
い

    

    ※令和４年度の数値は令和５年８月頃（令和４年度決算時)に確認します。

指標 基準値 Ｒ2年度 Ｒ3年度 目標値 進捗状況

「子育てがしやすいまちだ」と思う市民の割合 57.0% 61.9% 60.5% 67.0% 35%

「学校に行くことが楽しい」と思う子どもの割合
83.4％(小学6年生)
80.3％(中学3年生)

コロナにより未実施
83.3％(小学6年生)
77.0％(中学3年生)

88.0％(小学6年生)
83.0％(中学3年生)

０％
０%

「自分には良いところがある」と思う子どもの割合
82.2％(小学6年生)
71.5％(中学3年生)

コロナにより未実施
73.2％(小学6年生)
73.9％(中学3年生)

88.0％(小学6年生)
80.0％(中学3年生)

０％
28%

【参考指標】
保育所の待機児童数

29人 17人 16人 0人 45%

【参考指標】
留守家庭児童育成クラブの待機児童数

79人 122人 48人 0人 39%
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 例（R3年度進捗状況一覧：一部抜粋）
   施策１ みんなで子育てを支援し、寄り添うことができる環境を整えます
 ※施策ごとの各取組の進捗状況を確認しています

 

重点戦略１：子どもたちの成長を支えあえるまちづくり

連番 施策 （★）取組内容 R3担当 R４担当 細事業 取組名 概要 事業の進捗状況
事業の進捗状況について詳しく記載してください

➀Ｒ3年度に実施した内容／②実施できなかった内容と
理由／③成果・課題など

1

１． 子どもの成長記録や子育てに関する情報共有、
予防接種のスケジュール管理などができる、母子
健康手帳と併用が可能なスマートフォンアプリを令
和２年度に導入し、保護者のニーズに応じたサービ
スを提供します。また、アプリの名称についても併
せて検討を進めます。

こども支援課 こども支援課
子ども・子育て計画
策定・管理事業 かわにし子育てNaviの運用

産前から小学生の子どもの保護者
を対象とした本アプリを継続して運
営する。

②R2年度で「（★）取組内容」が完了
したが、R3年度も継続して実施した
（拡充を含む）

①令和2年度に引き続き、予防接種のスケジュール管理や電子母子健康
手帳の機能に加え、子育て支援情報のほか、保育所・幼稚園・認定こど
も園や留守家庭児童育成クラブ、小学校などの情報のうち、必要な情報
だけを受け取ることができるアプリを運用。
③令和2年度と比較して、約500名登録者数が増加した。（R3年度末：
1,722人）

2
２． 保育士や相談員が子育ての不安や悩みなどの
相談に対応し、子育て世帯が交流できる「地域子育
て支援拠点」をすべての中学校区に開設します。

こども支援課 こども支援課
地域子育て支援拠点
運営事業

清和台・明峰地区での常設地域
子育て支援拠点の運営支援

全中学校区へ地域子育て支援拠点
を設置するため、常設拠点が未整備
の清和台・明峰中学校区に令和３年
４月から開設できるように、運営主
体を公募し、必要な開設支援を実施
する。

③R３年度で「（★）取組内容」が完了
した

①令和３年４月よりTSUNAGARI(明峰地区)、まるの間（清和台地区)
の常設の拠点の新規開設を行った。
②なし
③新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から人数制限が設けられ
ているが、身近な地域で通える場が広がった。
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３． 産前から産後、子育て期の一貫したサポート体
制として、助産師や保健師などの専門家が子育て
の相談や情報提供、アドバイスを行う「（仮称）子育
てコーディネーター事業」を令和４年度までに試行
実施します。

こども支援課 こども支援課
妊娠・出産・子育て支
援事業

妊娠・出産・産後に一貫して寄
り添う「（仮称）子育てコーディ
ネータ」制度の試行

妊産婦が、気軽に相談できる環境を
作ることで、不安なく出産や育児を
行うことができるよう、積極的支援
を必要とする場合とそうでない場
合について、利用できる制度を構築
する。

④R３年度で「（★）取組内容」の一部
が完了した

①（仮称）子育てコーディネーターの導入にあたり、令和３年度に健幸政
策課とこども支援課で、Mｙ助産師制度を実施している丹波篠山市への
視察を行った。また、コーディネーターの取りまとめ役として、保健師を
１名
②なし
③今後はキセラ川西プラザでの経験を踏まえ、各中学校区ごとに設置
されている地域子育て支援拠点への配置を検討する。

4

４． 保護者の負担を一時的に軽減するため、子育
てを経験した方による家事援助や子どもの送迎、
預かりの実施などを、分かりやすく周知します。併
せて、子育て支援サービスを提供できる体制の充
実を図ります。

こども支援課 こども支援課
妊娠・出産・子育て支
援事業

子育てを経験した方による家
事援助や子どもの送迎、預かり
などの分かりやすい周知

子育て期で支援が必要な人に、必要な
支援に関する情報を提供する。

②R2年度で「（★）取組内容」が完了したが、
R3年度も継続して実施した（拡充を含む）

①手続きの流れを表やチャート式に変更したり、写真を増やすなどよりわかり
やすい工夫をした。また、妊娠届時には健幸政策課に配布を委託するなど、妊
娠期から子育て情報の提供が出来るよう体制を整えた。更に多くの子育て家庭
に届けられるよう、地域子育て支援拠点の他、市内の保育所、幼稚園にもつい
ては家庭数での配布をしている。
②なし
③情報提供としての体制は確立しつつあり、常に最新の情報が掲載されている
ため、各相談機関での市民対応などにも使用されるようになった。
より家庭に応じた個別的な情報提供の強化の点については、（仮称）子育てコー
ディネーターの周知を図っていく必要がある。
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    ※令和４年度の進捗状況は令和５年８月頃（令和４年度決算時)に確認します。 10



 施策１ 市民が気軽に活動できる環境づくりに取り組みます
 施策２ 市内で働ける環境を整えます
 施策３ 市民や民間事業者の力を活かす仕組みを構築します
 

重点戦略２：誰もが力を活かせるまちづくり

各施策の取り組みの詳
細(令和３年度)につい
ては参考資料をご確認
ください

    

    ※令和４年度の数値は令和５年８月頃（令和４年度決算時)に確認します。

指標 基準値 Ｒ2年度 Ｒ3年度 目標値 進捗状況

「自分の居場所や力を活かせる場がある」と感じる
市民の割合

55.2% 56.2% 57.0% 66.0% 17%

「自治会やコミュニティの活動に関する情報が入手
出来ている」と感じる市民の割合

59.9% 58.1% 61.2% 71.0% 12%

「ボランティアやＮＰＯなどの活動に関する情報が
入手できている」と感じる市民の割合

20.2% 20.3% 24.6% 26.0% 76%

【参考指標】
市民活動センター利用登録団体数

49件 59件 54件 49件 100%

【参考指標】
市民活動・ＮＰＯ・起業サポート相談件数

550件 481件 495件 920件 0%

【参考指標】
起業支援セミナー受講者の起業者数

11件 14件 25件 19件 100%
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 施策１ 地域の安全性を高める防災・防犯の取組みを進めます
 施策２ 良好な住環境の維持向上に向けて、空き家対策を進めます
 施策３ 新たな交通体系の仕組みを構築します
 

重点戦略３：安全で安心して暮らせるまちづくり

各施策の取り組みの詳
細(令和３年度)につい
ては参考資料をご確認
ください

    

    ※令和４年度の数値は令和５年８月頃（令和４年度決算時)に確認します。

指標 基準値 Ｒ2年度 Ｒ3年度 目標値 進捗状況

「災害に強いまちだ」と思う市民の割合 21.3% 25.1% 23.1% 32.0% 17%

「安全・安心なまちだ」と感じる市民の割合 44.5% 51.6% 47.6% 60.0% 20%

「移動しやすいまちだ」と思う市民の割合 61.0% 62.4% 64.2% 65.0% 80%

【参考指標】
市民救命士認定者数

ー
(令和2年度から制度

開始のため)
コロナにより未実施 240人 1,200人 20%

【参考指標】
空き家・空き地相談窓口での相談件数

10件
(令和元年11月から5
か月間の実績件数)

26件 17件 60件 14%

【参考指標】
空き家マッチング制度に登録した空き家件数

ー
(令和2年度から制度

開始のため)
空き家所有者12件 空き家所有者17件 30件 57%
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 施策１ 市の魅力を知る、学ぶ環境を整えます
 施策２ 民間事業者などと連携し、地域資源を磨き、効果的に活用します
 施策３ 市の情報を効果的に発信し、市民と共有します
 

重点戦略４：愛着のもてるまちづくり

各施策の取り組みの詳
細(令和３年度)につい
ては参考資料をご確認
ください

    

    ※令和４年度の数値は令和５年８月頃（令和４年度決算時)に確認します。 13

指標 基準値 Ｒ2年度 Ｒ3年度 目標値 進捗状況

川西の歴史や文化財に興味がある市民の割合 55.7% 55.7% 56.3% 70.0% 4%

必要な市の情報が入手できていると感じている市民
の割合

56.9% 60.0% 65.8% 65.0% 100%

【参考指標】
寄附者がふるさとづくり寄附金の記念品として選ん
だ特産品の数

227個 343個 326個 400個 57%

【参考指標】
市公式ＳＮＳフォロワー数

2,725人 3,167人 3,316人 4,000人 46%

【参考指標】
公式ＳＮＳのリーチ数

142,114人 158,977人 176,148人 215,000人 47%


